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諭 文内容の要旨

スピン%粒子の新しい記述法が提案されている。高階スピン場に於て既約な場を得る為に導入され

た!.R縛条件は場が相互作用を含む時には一般に運動方程式と両立できず、理論的根本的要請と思われ

るユニタリティ ー、因果性を舷ることが知られている。そこで我々はこの束縛条件を放棄する。その

結耳~1. ずる随伴する低階スピン場は、理論を一目遼然に共変な形て'展開ー このことは束縛条件を放棄

することによ って可能となったーし終えた最後の段階で、それに対応する粒子の質量を無限大に飛ば

すことにより消去する。我々の記述法は相互作用のある場合をも含めた予盾のない高階スピン場の理

論を与える。スピン%粒子について具体的に論じられているがこの記述法はより一般的な高階スピン

場の場合にもそのまま適用しうる。

輸 文の 審査 結 果 の要旨

1936年Diracにより提唱された任意のスピンをもっ素粒子の相対論的波動方程式は、その後Fierz

(1939年)により見透しのよいものに整理きれた。この理論は自由粒子を表現する際は、実にすぐれ

た美しい理論でいあるが、素粒子の聞の相互作用を考慮にいれようとすると、方程式に付随した副条件

のために、 自己矛盾を生む。その後多くの解決策が試みられたが未だ成功したものはなかった。

福山は困難の原因が副条件にあることに着目 L、まず自由粒子の場合、 Fierzとは異リ、副l条件を

持たない新らしい相対論的方程式を提唱した。彼の方程式にはあるパラメータ-cが登場し、 t→+ 
Oの極限がFiergの場合に相当する。なおc=Qではこの理論はsingular(例えば粒子の質量が虚と

なる)と なる。従来のFierzの理論が、 相互作用を考慮した場合に矛盾をきたしたのは、この特異性
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に由来することをつきとめた。福山の考えに従えばg>oに対してまず相互作用を導入し、最終段階

で5→十 Oとすれば、この困難は消失する。

最近の素粒子物理学では、高スピン素粒子を考慮にいれることは避けられない。しかし今までは、

それを扱うべき手段がなかったが、福山の研究により、ここにこの問題を攻略する有力な道具をそそに

いれたことになる。理学博士の学位論文として十分に価値あるものと認める。
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